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ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
支
持
基
盤

で
あ
る
「
M
A
G
A
（
米
国
を
再
び

偉
大
に
）
＝
マ
ガ
」
派
の
一
部
と
の

関
係
で
亀
裂
が
目
立
っ
て
い
る
。
背

景
の
一
つ
が
、ト
ラ
ン
プ
氏
が
外
交
を
重
視
し
過
ぎ
て
お
り
、

「
国
内
政
策
に
集
中
す
べ
き
だ
」（
共
和
党
の
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・

テ
イ
ラ
ー
・
グ
リ
ー
ン
連
邦
下
院
議
員
）
と
の
批
判
だ
。

M
A
G
A
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
。

　
「
ト
ラ
ン
プ
氏
は
M
A
G
A
の
中
で
非
常
に
重
要
な
人
物
だ
。

た
だ
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
作
っ

た
博
士
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
身
の
『
創
造
物
』

を
完
全
に
は
制
御
し
切
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」。
米
外
交

に
詳
し
い
米
ア
メ
リ
カ
ン
大
の
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
マ
ー
テ
ィ
ン

上
級
講
師
は
こ
う
し
た
見
方
を
示
し
、「『
M
A
G
A
＝
ト

ラ
ン
プ
』
と
い
う
構
図
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
1
月
の
第
2
次
政
権
発
足
以
降
、「
八
つ

の
戦
争
」
を
解
決
し
た
と
主
張
す
る
な
ど
紛
争
の
仲
介
に
注

力
し
、ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
終
結
に
も
取
り
組
む
。

頻
繁
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
外
国
首
脳
を
招
い
て
会
談
す
る

ほ
か
、
ア
ジ
ア
な
ど
へ
の
外
遊
も
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

M
A
G
A
は
そ
も
そ
も
一
枚
岩
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
勢
力
の
「
連
合
」
や
「
寄
り
合
い
所
帯
」
と
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
者
に
は
、
グ
リ
ー
ン
氏
の
よ
う

な
国
内
重
視
派
か
ら
宗
教
保
守
、
さ
ら
に
は
技
術
革
新
を
重

視
し
、
規
制
緩
和
を
訴
え
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
業
界
の
起
業
家

ら「
テ
ッ
ク
右
派
」な
ど
が
「
同
居
」
す
る
。
国
内
重
視
派
か

ら
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
支
援
や
イ
ラ
ン
の
核
施
設
へ
の
攻
撃

の
ほ
か
、最
近
で
は
高
度
専
門
職
向
け
の
就
労
ビ
ザ
「
H
1
B

ビ
ザ
」を
巡
っ
て
も
ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の
批
判
が
高
ま
る
。
マ
ー

テ
ィ
ン
氏
は
「
M
A
G
A
派
内
の
構
造
的
な
対
立
は
常
に
存

在
し
て
き
た
。
そ
れ
が
表
面
化
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　

今
後
、
M
A
G
A
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
。「
ト
ラ
ン
プ

氏
が
国
内
、
と
り
わ
け
経
済
で
問
題
を
抱
え
、
支
持
率
が
上

向
か
な
い
な
ら
ば
、
M
A
G
A
内
の
亀
裂
は
深
ま
る
。
た

だ
し
、
中
間
選
挙
ま
で
は
限
定
的
だ
ろ
う
。
議
員
で
は
な
い

『
外
野
』
は
自
由
に
批
判
で
き
る
が
、
多
く
の
議
員
は
ト
ラ

ン
プ
氏
の
動
員
力
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
だ
」
と
見
る
。

　

仮
に
2
0
2
6
年
11
月
の
中
間
選
挙
で
与
党
・
共
和
党
が

連
邦
下
院
の
支
配
を
失
う
な
ど
し
た
場
合
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

影
響
力
は
弱
ま
り
、
M
A
G
A
の
亀
裂
が
さ
ら
に
進
む
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
M
A
G
A
の
今
後
に
と
っ
て
も
、

中
間
選
挙
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
そ
う
だ
。

松井　聡

M
A
G
A
は
ト
ラ
ン
プ
を
超
え
る
か


